
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党豊田市議団 ホームページをごらんください 

の
講
演
会
は
２
４
０
人
の

席
が
満
席
に
な
り
ま
し

た
。
末
期
癌
の
闘
病
中
と

い
う
窪
島
さ
ん
か
ら
の
お

話
は
、
ま
さ
に
命
の
尊
さ

を
伝
え
る
も
の
で
、
そ
の

命
が
戦
争
で
奪
わ
れ
る
よ

う
な
こ
と
は
決
し
て
あ
っ

に
熱
心
に
見
て
い
た
だ
く
姿
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

沖
縄
の
島
々
が
ど
ん
な
に
軍
事

要
塞
化
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

や
愛
知
の
軍
事
産
業
の
実
態
の
こ

と
な
ど
も
「
知
ら
な
か
っ
た
！
」 

と
い
う
驚
き
と
と
も
に
よ
く
見
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。 

 
「
無
言
館
」
館
主
の
窪
島

誠
一
郎
さ
ん
を
お
招
き
し

て 

二
日
間
の
催
し
企
画
も
盛
況
で
、

と
り
わ
け
、
２
９
日
の
、
戦
没
画
学

生
慰
霊
美
術
館
「
無
言
館
」
館
主
の

窪
島
誠
一
郎
さ
ん
を
お
招
き
し
て

８
月
２
９
日
３
０
日
の
二
日
間
、

豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
毎
年

恒
例
の
「
豊
田
市
平
和
を
願
う
戦
争

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
展
示
そ
の
他
各
催
し
へ
の

参
加
者
の
延
べ
人
数
が
、
昨
年
を
大

き
く
上
回
り
、
お
よ
そ
１
０
０
０
人

を
超
え
ま
し
た
。 

長
引
く
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

戦
争
と
、
中
東
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

無
法
な
戦
争
の
報
道
に
加
え
、
日

本
国
内
で
の
高
市
政
権
に
よ
る
軍

備
増
強
政
策
の
報
道
が
相
次
ぎ
、

市
民
の
中
に
戦
争
へ
の
危
機
感

や
、
平
和
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
へ
の
不
安
感
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
か
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

日
本
被
団
協
制
作
の
「
人
間
と

原
爆
」
の
写
真
パ
ネ
ル
と
と
も
に
、

高
校
生
が
被
爆
者
か
ら
話
を
聞
い

て
描
い
た
絵
は
、
み
ご
と
に
被
爆

の
実
相
を
伝
え
、
観
る
人
に
強
く

訴
え
る
も
の
で
し
た
。 

 

豊
田
で
の
戦
争
当
時
の
で
き
ご

と
と
し
て
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
場

へ
の
模
擬
原
爆
の
投
下
や
、
伊
保

原
飛
行
場
で
の
特
攻
隊
の
訓
練
の

こ
と
や
隊
員
の
遺
書
な
ど
、
初
め

て
知
っ
た
と
い
う
市
民
の
方
も
多

く
、
戦
争
中
の
品
物
な
ど
と
と
も

て
は
な
ら
な
い
と
深
く
聴
く
人
の

胸
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。 

３
０
日
の
午
前
の
戦
争
体
験
を

聞
く
会
に
は
若
い
方
も
含
め
て
５

０
人
以
上
が
き
て
く
だ
さ
り
、
９

４
歳
の
高
木
さ
ん
の
お
話
を
皆
さ

ん
が
真
剣
に
聞
き
い
る
様
子
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。 

 

３
０
日
午
後
の
む
ぎ
わ
ら
帽
子

の
会
に
よ
る
原
爆
朗
読
劇
「
ヒ
ロ 

シ
マ
の
空
」
と
、
そ
れ
に
続
く
映

画
「
誰
が
た
め
に
憲
法
は
あ
る
」

の
上
映
も
、
原
爆
は
絶
対
に
使
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
や
、

憲
法
が
先
の
戦
争
の
惨
禍
を
決
し

て
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
、
国
民
す
べ
て
の
悲
願
の
も
と

に
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
確
信
で
き

た
と
好
評
で
し
た
。 

 

こ
の
「
豊
田
市
平
和
を
願
う
戦

争
展
」
は
、
草
の
根
の
市
民
に
よ

る
市
民
の
た
め
の
戦
争
展
と
し
て

継
続
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
開

催
に
あ
た
っ
て
の
協
賛
金
カ
ン
パ

を
は
じ
め
、
皆
様
か
ら
の
ご
支
援

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

豊
田
市
平
和
を
願
う
戦
争
展
実
行

委
員
会 
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（
８)

 

憲
法
と
教
育
基
本
法
が 

禁
じ
る
教
育
へ
の
政
治
介
入
を 

許
さ
ず
、
地
方
自
治
体
と
学
校
の

自
主
的
で
多
様
な
教
育
活
動
を

尊
重
す
る
こ
と
。 

 

（
９)

 

円
安
・
物
価
高
か
ら
暮
ら 

し
と
経
済
を
守
る
た
め
に
、
消
費 

税
を
５
％
へ
減
税
す
る
こ
と
。
イ 

ン
ボ
イ
ス
制
度
は
中
止
す
る
こ 

と
。
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化 

の
措
置
を
元
に
戻
す
こ
と
。 

 

（
１
０)

 

最
低
賃
金
は
早
期
に
、 

全
国
一
律
で
時
給
１
５
０
０
円

に
す
る
こ
と
。 

 

（
１
１)

 

原
発
の
再
稼
働
は
行 

わ
な
い
こ
と
。
再
稼
働
し
た
原
発 

は
即
時
停
止
す
る
こ
と
。
脱
原 

発
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本 

格
的
な
導
入
へ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー 

政
策
を
転
換
す
る
こ
と
。 

 

（
１
２)

 
紙
の
健
康
保
険
証
を 

復
活
す
る
こ
と
。 

 

（
１
３
）
低
年
金
の
底
上
げ
、
最 

低
保
障
年
金
の
導
入
な
ど
、
「
頼 

れ
る
年
金
」
に
す
る
こ
と
。 

 

（
１
４
）
７
５
歳
か
ら
の
医
療
費

窓
口
負
担
を
１
割
に
戻
す
こ
と
。

要
介
護
１
、
２
の
利
用
者
の
介
護

保
険
か
ら
の
締
め
出
し
な
ど
社

もとむら伸子 

前衆院議員 

◆法律相談は弁護士が 
 ９月は１３日 午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

根本みはる 

豊田市会議員 

すやま初美 

党中央委員 

日
本
共
産
党
豊
田
市
議
団
は
、
２

０
２
７
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
要
望

し
、
市
民
の
生
活
・
福
祉
・
教
育

を
重
視
し
た
、
市
民
が
暮
ら
し
や

す
い
市
政
を
求
め
ま
す
。 

 

【
市
長
公
室
】 

以
下
の
項
目
の
内
容
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
き
た
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
市
長
の

見
解
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
昨
年
も
市
長
の
個
別
の
回

答
が
な
か
っ
た
た
め
、
市
長
の

回
答
を
い
た
だ
き
た
い
。 

 

（
１
）
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻 

撃
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵 

略
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
イ
ラ
ン 

攻
撃
を
直
ち
に
止
め
る
よ
う

に
、
政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
。 

「豊田民報」の記事

はこちらからもご覧

いただけます。 

（
２
）
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
国
際
刑
事
裁
判

所
）
が
捜
査
・
訴
追
し
た
事
案
の

戦
争
犯
罪
者
を
日
本
国
内
で
訴

追
・
処
罰
で
き
る
よ
う
に
、
中
核

犯
罪
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
・
人
道

に
対
す
る
罪
・
戦
争
犯
罪
・
侵
略

の
罪
）
に
関
す
る
法
律
や
国
際
刑

法
の
整
備
を
直
ち
に
行
う
よ
う

に
、
政
府
に
提
案
す
る
こ
と
。 

 

（
３
）
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
Ｉ

Ｃ
Ｃ
及
び
所
長
に
対
す
る
制
裁
に

抗
議
し
、
撤
回
を
求
め
る
こ
と
。 

 

（
４
）
武
器
輸
出
全
面
解
禁
を
撤 

回
す
る
こ
と
。 

 

（
５
）
憲
法
９
条
の
改
定
を
し 

な
い
こ
と
。 

 

（
６
）
武
力
行
使
に
頼
る
ア
メ
リ 

カ
に
同
調
せ
ず
、
憲
法
９
条
を
堅 

持
し
、
外
交
に
生
か
す
こ
と
。 

 

（
７)

 

核
兵
器
禁
止
条
約
を
直

ち
に
批
准
す
る
こ
と
。 

 

２
０
２
６
年 

９
月 

８
日 

日
本
共
産
党 

豊
田
市
議
団 

 
 
 

根
本 

美
春 

 

会
保
障
の
改
悪
を
中
止
す
る
こ 

と
。 

（
１
５)

 

円
安
・
物
価
高
を
理 

由
と
し
た
解
雇
・
雇
止
め
を
行 

わ
な
い
よ
う
、
企
業
に
対
し
指 

導
を
徹
底
す
る
こ
と
。 

 

（
１
６
）
高
等
教
育
の
無
償
化 

に
向
け
て
大
学
・
短
大
・
専
門 

学
校
の
授
業
料
を
直
ち
に
半
額 

に
す
る
こ
と
。
奨
学
金
の
返
済 

半
額
に
す
る
こ
と
。 

 

（
１
７
）
旧
統
一
協
会
が
同
様 

な
反
社
会
的
活
動
を
し
な
い
よ 

う
監
督
す
る
こ
と
。 

 

（
１
８
）
米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領 

の
関
税
措
置
に
対
し
、
国
内
お 

よ
び
地
域
経
済
を
守
る
点
か 

ら
、
撤
回
を
求
め
る
こ
と
。 

 

（
１
９
）
憲
法
に
則
っ
て
人
種 

差
別
や
排
外
主
義
を
許
さ
な
い 

こ
と
。 

 

（
次
週
に
続
く
） 

日
本
共
産
党
豊
田
市
議
団
は
、
来
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
書
を
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。
順
次
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 


